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文責：２学年主任 園部至哉

新しい年度が始まりました。春休み中も、部活動

に積極的に参加する姿を見ることができました。新

しく転入された先生方に明るくあいさつする姿に新

しいスタートへの期待を感じることができました。

中学２年生は、ターニングポイントになる時期で

す。３年生で進路の実現に向かってまっすぐ進むた

めには、この２年生で自分の進むべき道を明確にす

る必要があります。日々の学校生活を精一杯送る中

で、自分の夢を大きくふくらませてくれればと思い

ます。何事もはじめが肝心です。この１年間をどう

過ごすのか、はっきりとした目標を持って、楽しく

日々努力していきたいと思います。

クラス替えに気持ちを新たにする生徒

教育目標 めざす生徒像 ２学年目標

自ら学ぶ生徒 基本的な生活習慣が身についた生徒 自らすすんで学ぶ生徒

正しく行動する生徒 すすんで学習に取り組む生徒 みんなのために取り組む生徒

健康でたくましい生徒 思いやりの心や奉仕の心を持った生徒 個性の伸長を図れる生徒

自主的・協力的な生徒の育成 基礎学力の定着
① 基本的生活習慣の確立と継続 ① 学習習慣の確立
○ 生活時間の確立 ・授業への真剣な取り組み

・登校時間の厳守 （落ち着いた授業態度、積極的な参加

（８：１０から朝の読書できるように） ・家庭学習の習慣

・チャイム着席、教室移動の徹底 （毎日継続した自主勉強）

（１分前着席、チャイムで起立！） ・宿題の提出の徹底

・学習時間の確保 ・読書の親しむ生徒

（家庭で学習する時間を確保する） （朝の１０分間読書、図書室利用）

○ ていねいな言葉遣い ・授業への取り組み方

・元気なあいさつ ・家庭学習の習慣

・時と場に応じた言葉遣い （予習、復習、自主学習など）

（敬語、丁寧語、友達との会話の区別） ・検定試験機会の提供

・思いやりをもった言葉遣い （漢字検定、英語検定、数学検定）

（親しき仲にも礼儀あり） ② 進路への興味・関心を高める

② 自主的な態度の育成 ・ 職場体験や職業講話への積極的参加

・リーダーの育成 ・ 進路先の積極的な学習

・係活動の充実と積極的な参加

・部活動への積極的参加 希望進路の実現

・自主学習ノートへの積極的な参加

③ 協力的な態度の育成
・清掃活動の充実

・生徒会活動への積極的参加

・思いやりをもった言葉遣い

（親しき仲にも礼儀あり）

７ 日 （ 火 ） は 、

お弁当 です。



《第２学年担当教師》 《第２学年の在籍数》

氏 名 教 科 部 活 動 男子 女子 計

主 任 園部 至哉 理 科 女子ソフトテニス部 １組 １５ １５ ３０

１組・副主任 千坂 実 国 語 男子ソフトテニス部 ２組 １５ １５ ３０

２ 組 笠井 麻由 美 術 美術部 ３組 １５ １５ ３０

３ 組 大木 良紀 数 学 男子卓球部 ４組 １６ １４ ３０

４ 組 髙木さおり 国 語 バレー部 ５組 １６ １４ ３０

５ 組 吉田 孝弘 英 語 バレー部 ６組 １５ １５ ３０

６ 組 伊澤智佳子 英 語 美術部 ７組 １６ １５ ３１

７ 組 宍戸 義浩 技 術 男子バスケ部 えのき １ １ ２

副担任 塚原 雅也 保 体 剣道部 けやき １ １ ２

副担任 野内こころ 社 会 女子ソフトテニス部

えのき学級 長谷川光恵 特別支援 吹奏楽部 合計 １１０ １０５ ２１５

けやき学級 松田 英治 特別支援 サッカー部

《教科担当紹介》

国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保 体 技術 家庭
男 女

１組 三浦 千坂 積田 園部 伊澤 堂山 笠井 塚原 伏島 宍戸 大槻

２組 三浦 千坂 積田 園部 伊澤 堂山 笠井 塚原 伏島 宍戸 大槻

３組 鈴木庸 野内 大木 園部 吉田 堂山 笠井 塚原 伏島 宍戸 大槻

４組 髙木 千坂 大木 鈴木貴 吉田 堂山 笠井 塚原 伏島 宍戸 大槻

５組 髙木 野内 大木 鈴木貴 吉田 堂山 笠井 塚原 伏島 宍戸 大槻

６組 髙木 千坂 大木 園部 伊澤 堂山 原田 塚原 伏島 宍戸 大槻

７組 髙木 千坂 大木 園部 吉田 堂山 原田 塚原 伏島 宍戸 大槻

《今週の予定》

《配布物》

本日、新年度の開始にあたっての配付物の中で以下は、記入後提出するものです。期限を守って

ご提出のほどよろしくお願いします。

●生徒理解カード（１０日まで）●保健管理表（１０日まで）●結核検診問診票（１０日まで）

●歯の保健調査票（１０日まで）●家庭訪問希望書（１０日まで）


